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壺屋焼物
博物館

開館時間10時〜18時
（入館は17時半まで）

月曜休館
☎862-3761 6862-3762

�12月19日（日）11時～（1時間程度）
�入館料が必要。※市内の小・中・高校生は無料
�不要。当日、博物館1階受付前に集合

①展示会 ： 発掘された那覇の古墓
②展示会 ： 現代沖縄陶工展「小橋川昇」
�①12月7日（火）～12日（日） ・ ②12月14日（火）～26日（日）
�①②とも壺屋焼物博物館3階　企画展示室

壺屋焼物博物館ギャラリートーク

現
在
の
那
覇
市
は
首
里
・
那
覇
・
真

和
志
・
小
禄
の
4
つ
の
地
域
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
、か
つ
て

の
那
覇（
東
・
西
・
若
狭
町
な
ど
）地
域

は
、浮う

き

島し
ま

と
呼
ば
れ
る
離
れ
島
で
、浮

島
が
浮
か
ぶ
海
に
は
安
里
川
・
国
場

川
な
ど
の
河
川
が
注
ぎ
込
ん
で
い
ま

し
た
。そ
の
た
め
、
現
在
の
那
覇
市
域

に
は
名め

い

橋き
ょ
う

と
謳う

た

わ
れ
た
泉
崎
橋
や
真

玉
橋
、
首
里
と
地
方
を
結
ぶ
太
平
橋

や
金
城
橋
、
近
代
に
な
る
と
明
治
橋

や
む
つ
み
橋
な
ど
の
橋
が
架
け
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
で
は
那
覇
市
内
だ
け

で
2
0
0
本
以
上
の
橋
が
架
け
ら
れ
、

人
や
モ
ノ
の
往
来
を
助
け
て
い
ま
す
。

沖
縄
は
古
く
か
ら
石
造
橋
が
建
造

さ
れ
た
地
域
で
す
。
沖
縄
の
石
造
橋

で
、
文
献
上
で
確
認
で
き
る
最
古
の

石
造
橋
は
、
1
4
5
1
年
建
造
の

長
ち
ょ
う

虹こ
う

堤て
い

の
中
に
あ
っ
た
7
座
の
石
造

橋
で
す
。ま
た
、
石
造
橋
の
中
で
も
ア

ー
チ
構
造
を
持
つ
、
石
造
ア
ー
チ
橋

が
多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。ア
ー
チ
の

技
術
は
中
国
経
由
で
沖
縄
に
入
っ
て

き
た
も
の
で
す
が
、
沖
縄
風
に
消
化

さ
れ
沖
縄
独
自
の
文
化
と
な
り
ま
し

た
。現
存
す
る
沖
縄
の
石
造
ア
ー
チ
橋

で
最
も
古
い
も
の
は
首
里
の
弁べ

財ざ
い

天て
ん

堂ど
う

に
架
か
る
天て

ん

女に
ょ

橋ば
し（
1
5
0
2
年

建
造
）や
宮
古
島
市
に
あ
る
池い

け

田だ

矼ば
し

（
1
5
0
6
〜
1
5
2
1
年
ご
ろ
建

造
）で
す
。県
外
で
石
造
ア
ー
チ
橋
が

建
造
さ
れ
は
じ
め
る
の
は
17
世
紀
ご

ろ
な
の
で
、
天
女
橋
や
池
田
矼
は
日

本
国
内
で
最
古
の
石
造
ア
ー
チ
橋
と

い
え
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、か
つ
て
名
橋

と
謳
わ
れ
た
橋
か
ら
名
も
知
ら
れ
て

い
な
い
橋
ま
で
、
写
真
・
地
図
・
史
料

を
通
し
て
、
橋
と
そ
れ
に
関
す
る
伝

承
、ま
た
、国
内
最
古
と
い
わ
れ
る
沖

縄
の
石
造
ア
ー
チ
橋
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

【
展
示
会
】

12
月
27
日（
月
）ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
市
歴
史
博
物
館

（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ4

階
）

☎
8
6
9
・
5
2
6
6

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

「
那
覇
の
名
橋
と

知
ら
れ
ざ
る
橋
」

〜
石
と
ア
ー
チ
に
架
け
る
夢
〜

左上:名橋と謳われた泉崎橋

右上:弁財天堂に架かる天女橋

右下:現役の石造アーチ橋である

　　　下原橋(シチャーラバシ)
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12月の国宝尚家衣裳「あたたかな冬用衣裳」開催！ 期間:12/1～12/27（那覇市歴史博物館　☎869-5266）

「
環
境
負
荷
の
少
な
い
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
行

動
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
11
月
14
日
（
日
）、
サ
ン
エ
ー
那
覇

メ
イ
ン
プ
レ
イ
ス
で
那
覇
市
環
境
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
環
境
フ
ェ
ア
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
争
施
行
者
協
議
会

か
ら
の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
会
場
で
は
地
球
環
境
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
、
動
物
や
自
然
の
大
切
さ
を
体
感
す
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
「
見
て
・
食
べ
て
・
触
れ
て
」
楽
し
み
な
が
ら

エ
コ
に
つ
い
て
学
べ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
や
買
い

物
帰
り
の
市
民
な
ど
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

来
年
2
月
の
読
売
巨
人
軍
春
季
那
覇
キ
ャ
ン
プ
の
成
功
を
期
し
て
、
11

月
17
日
（
水
）、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
那
覇
で
、
キ
ャ
ン
プ
直
前
総

決
起
大
会
が
開
か
れ
、
約
3
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
翁
長
市
長
の
始
球
式
に
続
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
巨
人
軍
キ
ャ
ン
プ
の
も
た
ら
す
約
19
億
円
の
経
済
効
果

や
、
キ
ャ
ン
プ
に
際
し
て
観
客
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

翁
長
市
長
は
「
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で
、
沖
縄
を
プ
ロ
野
球
ア
イ
ラ
ン
ド

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

～2010那覇市環境フェア開催～

～第45回琉球王朝祭り首里開催～

～真地久茂地線（識名真地地区）・
国道329号南風原バイパス

（真地地区）開通式～

楽しんでいますか
エコライフ

絢爛豪華に古式行列

市街地の渋滞緩和へ

今
年
も
「
琉
球
王
朝
祭
り
首
里
」
が
開
催
さ
れ
、
11
月
3
日
（
水
）
文

化
の
日
に
、
華
や
か
な
琉
装
に
身
を
包
ん
だ
古
式
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
式
行
列
は
、
琉
球
王
朝
時
代
に
国
の
安
泰
を
祈
願
す
る
行
列
を
再
現

し
た
も
の
で
、
首
里
城
か
ら
鳥
堀
交
差
点
ま
で
の
コ
ー
ス
を
練
り
歩
き
、

華
麗
な
歴
史
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
首
里
地
域
の
旗
頭
を
中
心
と
し
た
祝
賀
パ
レ
ー
ド
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
首
里
城
周
辺
は
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

10
月
31
日
（
日
）、
真
地
久
茂
地
線
（
識
名
真
地
地
区
）・
国
道
3
2
9

号
南
風
原
バ
イ
パ
ス
（
真
地
地
区
）
開
通
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
、
地
域

住
民
が
集
ま
り
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

今
回
供
用
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
真
地
久
茂
地
線
と
南
風
原
バ
イ
パ
ス

の
一
部
の
、
上
間
入
口
交
差
点
付
近
か
ら
第
2
環
状
線
の
こ
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
付
近
ま
で
の
1.8
㎞
で
、
今
後
渋
滞
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

那
覇
高
校
付
近
か
ら
那
覇
市
街
地
を
東
西
へ
横
断
す
る
真
地
久
茂
地
線

は
平
成
25
年
完
成
予
定
で
す
。

～読売巨人軍春季那覇キャンプ直前総決起大会開催～

巨人軍春季キャンプへ
プレイボール！


